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はじめに（結論）

目的 手段

目的 と 手段 が入れ替わっている︖

部活動の地域移行



はじめに（結論）
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部活動の地域移行

子どもたちを
文化芸術・スポーツ活動の

主役／主体者に

手段

目的



部活動改革、その前提に

子どもたちの意見を聴く
（意見の尊重）

こども基本法制定（令和5年4月施行）



【はじめに】自己紹介

◆2008年 杉並区立和田中学校校長◆1991年 株式会社リクルート入社 ◆2016〜22年 長野県飯田市教育長

◆2013年 佐賀県武雄市教育監
武雄市立武内小学校校長

◆1996年1998年 ライスボウル優勝

◆2003年 株式会社トップアスリート創業
◆2005年 中高生のキャリア教育サイト開始



長野県飯田市での実践（１）

▶ 生徒の活動時間・飯田市平均 ６６５ 時間 （総授業時間数 約 ８５０ 時間）

▶ 全国より 低い運動部活動の加入率 （飯田市約58.5％/全国約65％）

▶ 教員の活動時間・飯田市平均 ６１９ 時間
平成

30年度

実態調査

& 全市型スポーツスクール 立ち上げ 

▶ 令和２年１月 １ヶ月間の施行 （８種目１２スクール 約６００名の参加）
令和

元年度
約90％の生徒・・・ 自分で過ごす時間を有意義に感じた

約80％の生徒・・・ 読書や学習時間の増加

放課後・部活動オフ期間 ＜１ヶ月＞ 



 R2年度から「冬期(11〜1月)の放課後部活動オフ（ジブン・チャレンジ）期間」を導入

Q︓「放課後の部活動の行わない期間」があって、良かったと思いますか︖

毎年1, 2年生
約1,700名のデータ

長野県飯田市での実践（２）

とてもそう思う そう思う どちらとも言えない そう思わない 全くそう思わない
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【概要版】アンケート結果報告



部活動地域移行に関する子どもたちの認識



Q. どんな文化・スポーツ活動なら、より満足できるものになると思いますか。
（７つの選択肢から最大3つまで回答可能）

より、勝利をめざしたい

より、気軽に楽しみたい

文化芸術・スポーツ活動への要望（１）



子どもたちのニーズは
二極化している

Q. どんな文化・スポーツ活動なら、より満足できるものになると思いますか。
（最大3つまで回答可能）

文化芸術・スポーツ活動への要望（２）



【アンケート対象】
飯田下伊那14市町村

中学生 約4,200名
解答率 5８％

Q︓こんどの11月・12月の休日に何をしたい︖

長野県飯田下伊那地域での実践（１）



飯田下伊那14市町村が連携し、「まちのクラブ」を開催
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令和６年７〜８月

52種目約140講座
文化芸術・スポーツ活動を実施

長野県飯田下伊那地域での実践（５）



▶「部活動改革はまちづくり」／地域資源の活用
B＆G海洋センター（阿南町・下條村）の活用

長野県飯田下伊那地域での実践（２）



▶活動の様子

長野県飯田下伊那地域での実践（３）
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長野県飯田下伊那地域での実践（４）



新規コンテンツ
開発・追加

地 域
社会教育活動
対象︓幼児〜
高齢者

期間︓生涯

地域団体
地元企業

新たな
協力者 地域住民

保護者

既存コンテンツ
移行部活動

対象︓中学生
期間︓３年間

部活未所属の生徒
不登校生徒
特別支援生徒
小学生〜高校生

希望種目のない生徒

新たな
参加者

学 校

地域・学校連携
地域コミュニティ活動

スポーツ
文化・芸術

音 楽

イベント

キャリア

お祭り

文化芸術・スポーツの活動を通じて、すべての子どもたちが生涯にわたって
幸福感（ウェルビーイング）を享受できる地域コミュニティを実現する
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長野県飯田下伊那地域での実践／ビジョンの共有

目的
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ご清聴、ありがとうございました。


